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J. 報告の主旨
ビニールアイソレーターの滅菌には，従来過酷酸溶液
の噴射によるエロソツレ滅菌法が主として応用されてい
た。この際不便な点は，金属類が腐蝕すること，水分が
残留するために滅菌仕上りが外観上不良であること，空
気鴻過用のフィ Jレターマットを滅菌できないことなどで
あった。このガスを用いることによって上述の不便が除
かれ，かつ，能率的であると思われたので，以下に述べ
る簡易ガス化装置を試作し， 4種類のビニーJレアイソレ
ーターについて平庄 250C滅菌を実施し，無菌テストを
行なったのでその結果について報告する。 
J. 簡易ガス化装置
図 lに示すように，膨張弁および気化コイ Jレによって
ガス化エチレンオキサイド・フレオンを発生せしめ， ビ
ニーJレアイソレーターに導入した。
昭生 
11. ビニールアイソレーターの滅菌一般
滅菌方法の一般的な手JI買は， ビニーノレアイソレーター
を電気掃除器の吸引口を用いてできるだけつぶしてお
き，簡易ガス化装置によりビニーJレアイソレーター中に
ガスを導入する。約 1/4 m 3のビニーJレ袋を満杯にする
に 10"， 12分を要する。 ガスが満杯になったころ， ビニ
ールアイソレーターに設備されているニオプレン手袋を
利用してアイソレーター内部を撹持する。 250C以上の
室内に 24時間静置し，その後， ビニーJレアイソレータ
一正規の運転法に従って通気を開始し，排気を屋外に排
出し，排気中にガスを検出しなくなった時期以後に使用
を開始した。ガスの検出は，エチレンオキサイドに対し
て北川式を，フレオンにはリークテスト用の検知器を使
用した。 
IV. 無菌テスト
無菌テストは，枯草菌，クロストリジウム，葡萄球
菌，大腸菌の培養混合液を被験菌とした。菌液をピニー
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図1. 簡易ガス化装置説明図
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jレアイソレーターの隅，膜面に塗布，乾燥せしめ，また
は，小ガラス管を菌液に浸し，取り出して乾燥せしめた
ものをアイソレーター中に数個つるし被験体とした。
滅菌操作完了後，通気状態において，菌塗布面は拭き
取り法により，小ガラス管は格納法により定法に従って
アイソレーター外に取り出し， 220C，37"C，550Cの 3段
階の培養温度下において， TGCおよびブレインハート
浸出培地に 2%の割合に馬血液を加えた検出培地によっ
て無菌度を確めた。 観察期間は 48時間後および l週間
までであった。 
V. 各種アイソレーターの滅菌 
( 1 ) 飼育用アイソレーター(通常のもの) (写真 l
参照)
滅菌一般の項に述べたように行なった。 9月 10日以
後，前後 17回， 7個のアイソレーターについて行なった
成績はすべて菌検出がなく，その後の無菌動物飼育に支
障がなかった。 
(2 ) スナイダーのアイソレーター(写真 2参照)
このものは， Snyder社 (U.S. A.)で l回限り使用の
目的で安価に販売しているものであるが，わが国に輸入
した場合，これを繰り返し使用できれば便利である。こ
のステリルロックを改造し，滅菌一般の方法に準じてガ
ス滅菌を行なってみた。
ガス滅菌方法の過程で変更を行なったのは，フィルタ
ー口からのガス導入であって，送気口フィノレタ{および
排気口フィルターの両方から交互にガスを導入した。フ
ィノレターの位置は図 2のごとくである。 
250C，24時間静置後通気を開始し，無菌テストの結果
は2回の実施についていずれも陰性であった。 
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図3. 手術用アイソレーター説明図 
( 3 ) 手術用アイソレーター(写真 3参照)
手術用アイソレーターの特徴は図 3に示すように，動
物胎仔引き入れのためにトラップ口を有する点である。
この際はビ、ニー Jレ袋体はつぶれてもトラップの部分の空
気は残存するので，ガス導入の際に導入口よりゴム管ま
たはビニール管を用いてトラップ管の底部までガスを導
いた。最初のガス導入は，前記の場合よりも徐々に行な
っfこ。
その他の操作は滅菌一般の場合と同じに行なった。 13
回行なった使用経験ではいずれの場合も菌を検出せず，
その後の操作にも支障がなかった。 
( 4 ) 各種動物実験用アイソレーター(写真4参照)
この場合の特徴は，アイソレーター自体は飼育用のそ
れと同じであるが，内部に各種の実験器具および装置を
格納したことである。この滅菌に際して注意した点は，
実験装置などはできるだけ分解し，平に並べ， ビニール
本体の膜面を傷つけないように別のビニール膜をもって
覆うようにした。管類は (3)項に述べたガス導管の方法
でガスを通し， ピン・コルベンのような口aの小さいもの
は，同じくガス導管によって内容の空気をガスであらか
じめ置換しておいた。
このようなアイソレーターの滅菌経験は今までに 10
回くりかえしたが， ビン・コ Jレベン・ゴム管などの内面
までよく滅菌されていることが無菌テストの結果判明し
た。 
VI.むすび
エチレンオキサイド・フレオンがすぐれたガス状殺菌
剤であることは，文献1)わめに示すようにすでに知られた
事実であるが，今回，日本において独特な成分のものが
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開発され，私たちの研究によって，簡易に各種のビニー
ルアイソレーターの滅菌に応用されうることが確められ
た。特に，この方法を利用することによって，極端に簡
易化された安価なビニールアイソレーターが簡便に，し
かも確実に繰返し使用できることがわかった。無菌動
物，あるいは SPF動物を用いる各種の実験研究の際に
も器材の滅菌がきわめて容易であった。
写真1. 飼育用アイソレーター， このものは飼料・
水・実験用器材などを格納保全するための
ストレッジとして{吏用中。
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写真 2. 飼育用アイソレーター， とのものは米国製
一回限り使用のもの，合成樹脂製のフレー
ムでで、きているフィルターがアイソレータ
ー内部に向かつて装着されているのが写真
左方に見える。
写真 3. 手術用アイソレーター，子官ごとの胎獣を 写真 4. 実験用アイソレーター内部の近接写真，無
搬入するためのジャーミサイダルトラップ 菌条件下で，無菌動物l乙無菌粉塵を吸入せ
が写真左下に見える。 しめる装置を示す。
